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都市再生整備計画　事後評価シート
第3期島原市中心市街地地区

令和5年3月

長崎県島原市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 381ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ○

あり

なし ○

あり ○

なし

あり

なし ○

1,925百万円

第3期島原市中心市街地地区

交付対象事業費 国費率

道路（親和町湊広場線、安徳新山線、堀町縦線）

事業箇所は長崎県指定史跡「島原城跡」の範囲となっており、文化
財保存の観点から計画期間内の実施が困難となったため。

― ― ―

2.97 R4H29

平成30年度～令和4年度 令和4年度事後評価実施時期

長崎県 市町村名 地区名島原市

効果発現要因
（総合所見）

本計画に位置付けられた各事業の実施に
より、中心市街地の利便性・快適性の改善
が見込まれたが、新型コロナウイルス感染
症拡大による人の移動自粛・制限等によ
り、整備により改善、向上した中心市街地
の利便性・快適性等を享受する機会が減
り、目標には至らなかった。

島原城築城400年に向け、島原城矢狭間塀
改修事業や島原城天守閣整備事業等によ
る島原城を整備行ったが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大による人の移動自粛・制限
等により、島原城への登閣者が減少し、目
標には至らなかった。

「指標4：観光入込客数」等への影響が考えられる。

「指標1：中心市街地のアメニティに対する満足度」等への影響が
考えられる。

（親和町湊広場線、安徳新山線）
中心市街地へのアクセス道路としての役割を持ち、本事業箇所
は、狭小な道路しかなく、緊急車両の通行に支障をきたすだけでな
く、学童の通学においても危険であることから、整備を行い、地域住
民の利便性の向上と沿線地域の良好な市街地形成を図り、中心市
街地の活性化を図るため。
（堀町縦線）
市街地中心部の交通混雑の解消を目的とするとともに、一部区間
は一方通行であり歩道もないため、緊急車両の通行に支障をきた
すだけでなく、学童の通学においても危険であることから整備を行
い、地域住民の利便性の向上と沿線地域の良好な市街地形成を
図り、中心市街地の活性化を図るため。

R5.7

R5.9

「指標2：島原城への登閣者数」等への影響が考えられる。

フォローアップ
予定時期

×

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響事業名

新たに追加し
た事業

地域創造支援事業（島原城堀内整備事業、島原城跡公園排水施設整備事業）

当初計画か
ら

削除した事業

地域生活基盤施設（島原城大手門跡整備事業）、高質空間形成施設（島原城周辺
無電柱化事業、島原城外周道路美装化事業）

1年以内の
達成見込み

2.62

数　　値 目標
達成度

2.72

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

―

堀町縦線等の道路整備や商店街活性化事
業の実施等、人を呼び込むための基盤整
備や支援が進められており、中心市街地の
活性化が期待されたが、新型コロナウイル
ス感染症拡大による人の移動自粛・制限等
により、当初より通行量が減少し、目標に
は至らなかった。

H28

×

H29 4,733 R4 ―

134千人

3,123 ×

1,369千人

島原城天守閣整備事業等をはじめ、島原
城を活用した魅力向上など、歴史資源を活
用した観光地としての魅力向上が図られ、
観光客受け入れの基盤が整備されたが、
新型コロナウイルス感染症拡大による人の
移動自粛・制限等により、入込客数（観光
客等）が減少し、目標の達成に至らなかっ
た。

67千人H28 ―

指標４ 観光入込客数 人／年 ×

 １）事業の実施状況

島原城周辺無電柱化事業等は、別の補助事業で実施するため、関
連事業へ位置付けた。また、島原城大手門跡整備事業の事業箇所
は長崎県指定史跡である「島原城跡」の範囲内に存在し、文化財
保存の観点から計画期間内の実施が困難となったため。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値

― 706千人 R5.71,166千人

R4

R4

指標1

平成30年度～令和4年度

―

島原城への登閣者数 人／年指標２

指　標

道路（霊南山ノ神線）、地域生活基盤施設（島原城大手門跡整備事業）、高質空間形成施設（島原城周辺無電柱化事業、島原城外周道路美装化事業）、街なみ環境整備事業（島原中心部商店街地区）

地域創造支援事業（商店街活性化事業、島原城堀内整備事業、島原城跡公園排水施設整備事業、島原城矢狭間塀改修事業、島原城天守閣整備事業）、まちづくり活動推進事業（まちづくり推進協議会活動支援）

R5.5
R5.8
R5.10

交付期間
の変更

点

目標値

中心市街地のアメニティに
対する満足度

指標３ 商店街歩行者通行量 人／９ｈ 4,733

128千人

―



単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

― ―― ― ―

――

効果発現要因
（総合所見）

その他の
数値指標1

①住民の参加による道路や水路の清掃
②地区住民アンケートの実施
③まちづくり推進に向けた研究会の開催

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

―

―

モニタリング ― 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

％ ―

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

―

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

 ５）実施過程の評価

島原城や商店街に関する事業や島原市の中心部に関する道路事業等によって、中心部の活性化や賑わい創出が図られている。

―

数　　値

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

―

目標値

％

中心市街地の活性化を図るため、今後もまちづくりに向けた企画・支援を
行う。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

まちづくり活動推進事業（まちづくり推進協議会の活動支援）

歴史的景観や湧水を活かしたまちづくりを図るため、引き続き住民等の自
発的な参加を促すため意識の啓発等を行う。また、地域目線の持続的な
まちづくりを図るため、引き続き住民等の自発的な参加を促すため意識の
啓発等を行う。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

その他の
数値指標２

都市再生整備計画に記載し、実施できた

フォローアップ
予定時期

従前値



様式２－２　地区の概要

点 2.72 H29 2.97 R4 2.62 R4

人／年 128千人 H28 134千人 R4 67千人 R4

人／９ｈ 4,733 H29 4,733 R4 3,123 R4

人／年 1,166千人 H28 1,369千人 R4 706千人 R4

第3期島原市中心市街地地区（長崎県島原市）　都市再生整備計画の成果概要

従前値

観光入込客数

目標値 評価値

商店街歩行者通行量

大目標：中心市街地における歴史と湧水を活かした観光・住環境の整備
目標1：中心市街地において景観に配慮した住環境の整備と歴史を活かしたまちづくりを進める。
目標2：中心市街地の核施設である島原城を中心とした整備を行い、築城400年に向けて入込客（観光
客等）の増加を図る。
目標3：中心市街地において、修景整備と商店街の利活用により、にぎわいを再生する。
目標4：住宅密集地区（船津地区）の生活基盤改善、高潮浸水対策により住環境の改善を図る。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

島原城への登閣者数

中心市街地のアメニティに対
する満足度

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・賑わい持続、創出の取組として、商店街における出店支援や空き店舗の活用支援等を行い、地区の活性化に向けた取組を継続する。
・本計画で整備した区間の他、必要に応じて継続的な道路改良を進め、更なる道路環境の向上を図るとともに、経年劣化が進む道路についても改修を行い住環境の維持を行う。
・歴史的価値を有し、観光資源となる島原城と中心商店街を一体の観光拠点として整備を進めることで、地区内の回遊を創出し更なる地区の賑わい向上を目指す。

まちの課題の変化

　・アメニティ（景観、快適性、利便性、安全性等）に対する市民満足度の向上（「やや不満」からの脱却）
　⇒島原城に関連する整備、各種道路環境の整備等により、地区のアメニティが高められた。しかし、市民満足度の向上が図られていないため、更なる生活基盤の整備が必要である。
　・郊外の大型店舗進出等により低迷している中心市街地商店街を活性化（歩行者等通行量の減少傾向からの脱却）
　⇒地区内のネットワークを担う道路環境の整備、中心市街地周辺の整備に加え、商店街活性化事業による出店支援等により地区の活性化が図られている。しかし、歩行者等通行量は
減少しているため、更なる中心市街地商店街の活性化が必要である。
　・落ち込んでいた観光入込客数の回復・増加
　⇒観光客を呼び込むための島原城及び中心市街地周辺の整備に加え、街なみ環境の整備により、地区の魅力向上が図られている。
　・高潮時における道路の冠水、建物の床下浸水被害の解消
　⇒広馬場下浸水対策事業の実施により、高潮対策が進められている。

街なみ環境整備事業

商店街活性化事業

道路：霊南山ノ神線

道路：堀町縦線 島原城天守閣整備事業


